
​エニピル（アフターピル）の利用実態とユーザーニーズ分析​



​1. はじめに​

​近年、デジタルヘルスの急速な普及に伴い、緊急性を要する医療アクセスを劇的に改善する​
​「オンライン診療」が重要な社会的役割を担っています。その中でもエニピル（AnyPill）​
​は、365日24時間対応という圧倒的な機動力を武器に、アフターピル（緊急避妊薬）処方に​
​おいて独自の地位を確立しています。 本レポートでは、実際にサービスを利用したユー​
​ザーからの定性的な口コミデータを基に、利用者属性と満足度、そして「一分一秒を争う」​
​緊急避妊特有の課題を浮き彫りにすることを目的としています。​

​2. 調査の背景と目的​

​アフターピルは服用までの時間が避妊阻止率に直結するため、ユーザーは「医療の質」以上​
​に「アクセスの速さ」を極限まで重視します。本調査では、収集された生の声から、「年齢​
​層」「プラン」「副作用」「満足度」の4点に焦点を当てて分析を行いました。​

​3. 利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​

​本データの分析結果から、エニピルのアフターピル主利用者層は10代後半から20代の「緊​
​急事態解決・即時性重視層」であることが明確となりました。DMMオンラインクリニック​
​が「計画的な利便性」を売りにするのに対し、エニピルは「今この瞬間の不安を解消するこ​
​と」を最大価値としています。この層は、以下の3つの特徴を有しています。​

​●​ ​圧倒的なオンデマンド性への依存​​：深夜や早朝、休日といった「医療の空白時間」​
​に発生したトラブルに対し、予約なしですぐに医師と繋がれる点に最大の対価を見​
​出している。​

​●​ ​匿名性と家族・知人へのプライバシー配慮​​：通院による顔見知りとの遭遇リスク​
​や、梱包・配送元から「中身がバレること」への強い拒否感があり、それらを徹底​
​的に隠蔽できるシステムを支持している。​

​●​ ​「不安」を即座に鎮めるUX（ユーザー体験）の追求​​：アフターピルという特異な性​
​質上、医学的知識よりも「いつ届くか」「今から飲んで間に合うか」という直近の​
​疑問に対し、迅速かつ的確に答えるスピード感を求めている。​

​特に10代後半〜20代前半では「誰にも知られず、即座に手を打ちたい」という切実なニー​
​ズを、30代以上では「仕事や育児を優先しながら、確実にリスクを回避したい」という合​
​理的な判断を背景に利用する傾向が確認されました。​

​4. 本レポートの構成​

​●​ ​【年齢別分析】​​：10代から40代まで避妊失敗～受診までの心理的状況と期待値の差​
​●​ ​【プラン別評価】​​：72時間/120時間対応ピルの選択基準と、配送スピードの納得感​
​●​ ​【副作用】​​：服用後の吐き気や生理への影響に対する不安と、サービス説明の質​
​●​ ​【満足度】​​：予約不要の即時診療への高評価と、一方で指摘される「スピード重視​

​ゆえの対話の短さ」​
​●​ ​【総括】​​：緊急避妊におけるオンライン診療の社会的役割と今後の課題​



​1. 年齢別分布​

​エニピルのアフターピル利用者は、10代後半から20代が全体の約80%と、圧倒的に若い層​
​に集中しています。低用量ピルと比較してもさらに年齢層が若く、緊急性が極めて高い状況​
​下で「深夜・早朝でも即座に繋がる」という機能がこの層に直撃しています。​

​1. 年齢別分布：10代・20代が8割を占める「緊急避妊の最前線」​
​年代​ ​構成比​ ​利用者の主な背景・受診動機​

​10代（後半含​
​む）​

​30%​ ​親に知られたくない、学校やバイトを休みたくない、深夜の​
​不安。​

​20代​ ​50%​ ​避妊失敗時の即時対応。仕事への影響を最小限にしたい層。​

​30代​ ​15%​ ​既婚・未婚問わず、ライフプランを守るための確実な選択。​

​40代以上​ ​5%​ ​通院の手間を省き、迅速な解決を求める層。​



​2. 年齢層に関する代表的な口コミ​
​■ 10代・20代：圧倒的な「即時性」が救い​

​「夜中に避妊に失敗してパニックでしたが、​​エニピルは深夜3時でも問診後すぐ​
​に電話が来ました。​​朝を待たずに医師と話せたことで、どれだけ救われたか分​
​かりません。親にもバレずに翌日には届きました。」（19歳・女性）​

​■ 20代・30代：仕事との両立と匿名性​
​「翌朝から仕事だったので、病院の予約を待つ余裕がありませんでした。​​24時​
​間対応なので、その場で診察を終えて翌朝には発送​​してもらえたのが決め手で​
​す。梱包も薬だと分からないようになっていて安心しました。」（27歳・女​
​性）​

​3. 年齢層別の価値観分析​
​アフターピル特有の緊迫感に対し、エニピルは各年代の障壁を以下の様に解消しています。​

​●​ ​「時間の障壁」の排除（全世代）：​​72時間/120時間というタイムリミットに対し、​
​24時間診察という「待機時間ゼロ」の体制が最大のリスクヘッジとなっています。​

​●​ ​「アクセスの障壁」の排除（10代）：​​地方在住や夜間など、物理的に病院へ行けな​
​い状況にある若年層にとっての唯一の受け皿です。​

​●​ ​「心理的障壁」の排除（20代〜30代）：​​誰にも対面せずに済むため、自分を責める​
​心理状態にある時でも受診のハードルが極めて低いです。​

​4. 総括：緊急事態における「24時間アクセス」の社会的意義​
​特筆すべき点​
​エニピルのアフターピルにおける最大の特徴は、​​「不安のピーク」と「医療の提供」を完全​
​に同期させた点​​にあります。​

​特に10代・20代にとって、避妊失敗直後の不安は非常に大きいものですが、エニピルの​
​「予約不要・即診察」モデルは、その不安を数分で解決へと導きます。この「深夜でも医師​
​と話せる」というUXは、単なる利便性を超え、緊急避妊という切実な局面における心理的​
​救済として機能しています。​

​今後の課題​
​主利用者層である若年層に対し「一度きりの利用で終わらせない教育的アプローチ」が最大​
​の課題です。​

​アフターピルはあくまで緊急避妊であり、今後は利用した若年層に対して、より身体への負​
​担が少なく確実な「低用量ピル」による継続的な避妊への移行を、いかに自然に促せるかが​
​重要です。また、副作用や服用後の消退出血に関する不安も若年層ほど強いため、服用後の​
​「24時間チャットサポート」など、スピードだけでなく「診察後の安心」をデジタルでど​
​こまで担保できるかが、サービスへの信頼性を左右します。​



​2.プラン選択​

​エニピルのアフターピル処方では、避妊失敗からの経過時間に応じて「72時間用」と「120​
​時間用」の2つのプランが主軸となっています。利用者の約80%が20代以下という若年層で​
​あるため、価格と確実性のバランスが選択の鍵となっています。​

​1. プラン別利用動向：緊急性と時間的猶予による選択​
​年齢層によって、プランに求める「付加価値」に明確な差が見られます。​

​年代​ ​利用率​ ​満足度のポイント​

​10代​ ​30%​ ​【配送スピード】​​親にバレない梱包と、学校に行っている間に届く​
​速さ。​

​20代​ ​50%​ ​【24時間対応】​​深夜の失敗後、朝を待たずに診察を終えられる即時​
​性。​

​30代​ ​15%​ ​【確実性】​​多少高価でも、阻止率の高い120時間用を選ぶ傾向。​

​40代以上​ ​5%​ ​【効率性】​​通院の手間を省き、仕事や家事と両立できる利便性。​



​3. プラン利用に関する代表的な口コミ​
​■ 72時間プラン：スピードと安心感​

​「夜中にパニックで申し込みましたが、​​数分で診察の電話が来て驚きました。​
​72時間以内という期限が迫る中、その場ですぐに処方が決まり、翌朝には発送​
​通知が来たので本当に安心しました。」（21歳・女性）​

​■ 120時間プラン：猶予があることの重要性​
​「失敗から2日経ってしまい、病院に行く時間もなくて絶望していましたが、​
​120時間対応のプランがあったおかげで救われました。​​オンラインでこれだけ​
​迅速に強い味方を得られるのは心強いです。」（32歳・女性）​

​4. 総括：緊急避妊におけるオンデマンドプラットフォームの価値​
​特筆すべき点​
​エニピルのプラン設計において特筆すべきは、​​「予約不要・即時診察」というシステムその​
​ものがプランの価値を最大化させている点​​です。​

​アフターピルは服用までの時間が短ければ短いほど効果が高まるため、他社のような「予約​
​枠を待つ」時間が存在しないエニピルのモデルは、医学的な成功率を間接的に高める役割を​
​果たしています。特に深夜・早朝の受診が30%を超えており、既存の医療機関がカバーでき​
​ない時間帯を完全に補完している点が、若年層からの絶大な支持に繋がっています。​

​今後の課題​
​今後の課題は、「プランの多様化とアフターケアのパッケージ化」です。​

​現状は薬の処方が中心ですが、特に10代・20代の利用者からは「服用後に生理が来るまで​
​不安が続く」という声が多く聞かれます。プラン内に「服用3日後の自動体調確認」や「次​
​回の生理までのチャット相談」を標準組み込みすることで、単なる薬の提供から「安心の提​
​供」へとサービスを昇華させる必要があります。また、アフターピル利用をきっかけに、よ​
​り身体への負担が少ない低用量ピルへの移行プランを割引価格で提示するなど、長期的な女​
​性の健康管理（QOL向上）へ繋げる導線設計が求められます。​



​3.副作用​

​アフターピルは高用量のホルモンを摂取するため、服用直後の身体的変化は避けられませ​
​ん。エニピルの利用者データでは、​​約40%強のユーザーが何らかの違和感​​を報告しています​
​が、その多くは「想定内」として受容されています。​

​1. 副作用の発生状況：一過性の症状と心理的不安​
​副作用の種​
​類​

​発生割合（推​
​定）​

​ユーザーの反応と経過​

​吐き気・嘔​
​吐​

​30%​ ​服用後数時間で発生。多くは半日〜1日で自然に軽快す​
​る。​

​頭痛・めま​
​い​

​10%​ ​20代・30代に比較的多く見られる症状。安静で解消。​

​倦怠感・眠​
​気​

​5%​ ​「生理前のような重だるさ」として報告される。​

​特になし​ ​55%​ ​「もっとひどいと思っていたが拍子抜けした」という​
​声も。​



​2. 年齢層別の副作用への反応・不安度​
​年齢層によって、副作用に対する「知識量」と「不安の質」に明確な差が見られます。​

​年代​ ​推定割​
​合​

​副作用に対する反応の特徴​

​10代​ ​30%​ ​【強い不安】​​吐き気が「避妊失敗の兆候」ではないかとパニックに​
​なりやすい。​

​20代​ ​50%​ ​【冷静な対応】​​事前にネットや診察で調べ、吐き気止めを併用する​
​など合理的。​

​30代​ ​15%​ ​【体調管理重視】​​仕事への影響を懸念し、服用タイミングを調整す​
​る層。​

​40代以​
​上​

​5%​ ​【経験による安心】​​過去の経験や知識から、一時的なものと割り切​
​る傾向。​

​3. 副作用に関する代表的な口コミ​
​■ 10代：診察時の説明が支え​

​「初めてのアフターピルで、飲んだ後の吐き気が怖くて仕方なかったです。で​
​も、​​診察で先生が『もし吐いてもこうすれば大丈夫』と具体的に教えてくれた​
​ので、実際に気持ち悪くなった時も落ち着いていられました。」（18歳・女​
​性）​

​■ 20代・30代：利便性とトレードオフ​
​「仕事中に副作用が出たら困ると思っていましたが、エニピルは​​即日届くの​
​で、翌日の休みを計算して服用できました。​​多少の頭痛はありましたが、オン​
​ラインで完結する手軽さを考えれば許容範囲です。」（27歳・女性）​



​4. 総括：副作用リスクに対する「情報の即時提供」の重要性​
​特筆すべき点​
​エニピルの副作用対応における特筆すべき点は、「診察のスピードを落とさずに、副作用へ​
​の防御策を提示している点」です。​

​24時間体制の診察では、吐き気が出る可能性を前提に「吐き気止めの同時処方」を提案し​
​たり、服用後の過ごし方を端的にアドバイスしたりする体制が整っています。この「先回り​
​した情報提供」が、特に不安に陥りやすい10代・20代ユーザーの心理的負担を軽減し、副​
​作用発生時のパニックを未然に防ぐ役割を果たしています。​

​今後の課題​
​今後の課題は、「服用後のリアルタイム・フォローアップの自動化」​​です。 アフターピル​
​は服用して終わりではなく、数日〜数週間後の「消退出血（生理）」が来るまでユーザーの​
​不安は続きます。現状はユーザーからの問い合わせを待つ形ですが、服用から24時間後に副​
​作用の有無を確認し、1週間〜2週間後に生理の有無をチェックする​​「自動ステップメッ​
​セージ」の実装が望まれます。特に主利用者層である若年層に対し、デジタル上で「最後ま​
​で見守られている」という体験を提供することが、医療サービスとしての信頼を完成させる​
​最後のピースとなります。​



​■満足度分析レポート​

​エニピルのアフターピル処方における満足度は、星4つ以上が約85%と極めて高い数値を示​
​しています。「不安な時間を一分一秒でも短くしたい」という緊急避妊特有のニーズに対​
​し、24時間対応というシステムが完璧に合致している結果と言えます。​

​1. 満足度の評価分布：緊急時の「即時性」が満足度に直結​

​評価値​ ​割合（推​
​定）​

​ユーザーの主な満足要因・背景​

​星5（大変満​
​足）​

​55%​ ​深夜・早朝でも即診察、翌朝受取。スピードが不安を​
​解消。​

​星4（満足）​ ​30%​ ​LINEで完結する手軽さ、親身な電話診察、梱包の配​
​慮。​

​星3（普通）​ ​10%​ ​利便性は認めるが、価格（診察料・送料）がネック。​

​星2以下（不​
​満）​

​5%​ ​配送の地域差や、診察の待ち時間が予想より長かった​
​等。​



​2. 満足度を構成する要素の評価​
​スピード・利便性・コスト・安心感の4軸で分析した満足度の構成要素です。​

​評価項目​ ​満足度スコア​ ​特徴的なユーザーの声​

​診察スピード​ ​4.9​ ​「申し込んで5分で電話が来た」「夜中でも即対応」​

​操作・利便性​ ​4.7​ ​「LINEだけで予約から支払いまで終わるのが楽」​

​プライバシー​ ​4.6​ ​「依頼主名や品名の配慮があり、家族にバレなかっ​
​た」​

​コスパ（総額）​ ​3.2​ ​「特急料金や送料を含めると、病院より割高感があ​
​る」​

​3. 満足度に関する代表的な口コミ​
​■ 満足度：星5（スピードこそ最大の価値）​

​「避妊失敗後、深夜2時にパニックになりながら登録。​​3分後には医師から電話​
​が来て、5分で処方が完了しました。​​翌日には手元に届き、タイムリミット前​
​に服用できて本当に安心しました。この速さには感謝しかありません。」（20​
​歳・女性）​

​■ 満足度：星4（丁寧な対応と匿名性）​
​「オンラインだと冷たい対応を想像していましたが、電話の先生がとても優し​
​く、副作用についても詳しく話してくれました。​​『誰にも知られずに解決した​
​い』という気持ちに寄り添ってくれる​​サービスだと思います。」（26歳・女​
​性）​



​4. 総括：緊急避妊における「安心のオンデマンド提供」​
​特筆すべき点​
​エニピルの満足度において特筆すべきは、​​「医療へのアクセシビリティを時間と場所から完​
​全に解放した点」です。 特にアフターピルを必要とする状況は、夜間や休日など通常のク​
​リニックが閉まっている時間に発生しやすく、ユーザーは強い孤独感と不安に晒されます。​
​エニピルは「24時間365日、予約なしで繋がる」という仕組みにより、医学的な処置だけで​
​なく、「即座に専門家と話せる」という心理的な救済​​を提供しており、これが圧倒的な高評​
​価（星5）に直結しています。​

​今後の課題​
​今後の課題は、「コスト納得感の向上と継続的なフォローの仕組み化」​​です。 スピードに​
​対する満足度は極めて高いものの、一部のユーザーからは「診察料、送料、特急加算を合わ​
​せると高額になる」という声が出ています。緊急利用という性質上、多少の割高感は許容さ​
​れていますが、競合他社との差別化のためにも、​​「次回低用量ピルへの乗り換え割引」や「​
​2回目以降のシステム利用料減免」など、経済的な継続メリットを提示することが必要で​
​す。また、服用後の生理確認までをデジタル上で伴走する「完結型フォロー」を標準化する​
​ことで、単なる配送サービスを超えた信頼関係の構築が求められます。​



​5.総括：パニックを安心に変える、24時間オンデマンド救急として​
​の確立​
​本調査を通じて、エニピルのアフターピル処方は、単なるオンライン診療の枠を超え、現代​
​女性の「緊急時のセーフティネット」として極めて高い価値を提供しているといえます。​

​1. タイムリミットに対する「時間」の提供​
​アフターピルの有効性は服用までの時間に依存するが、エニピルは「24時間365日・予約不​
​要」という独自のオペレーションにより、この課題を根本から解決しています。​

​●​ ​空白時間の完全補完：​​医療機関が閉まっている深夜・早朝・休日こそがユーザーの​
​不安のピークであり、そこに即時対応できる体制が、他社には真似できない圧倒的​
​な満足度を生んでいます。​

​●​ ​物理的・心理的距離の無効化：​​スマホ一つで完結する仕組みは、通院のハードルを​
​ゼロにし、パニック状態にあるユーザーを「行動」へと即座に繋げています。​

​2. 若年層に特化したUX（ユーザー体験）の最適化​
​主利用者の10代・20代の行動特性に合わせたサービス設計が高い信頼となっています。​

​●​ ​匿名性の担保：​​家族や周囲に知られたくないという強いニーズに対し、梱包や発送​
​元の配慮、対面不要の診察が、受診への最後の一押しとなっています。​

​●​ ​デジタル・コミュニケーションの完結性：​​LINEをベースとした迅速なやり取りは、​
​電話や対面でのコミュニケーションに心理的障壁を感じる世代にとって、最も安心​
​できる受診形態として機能しています。​

​3. 今後の課題​
​エニピルが今後、一時的な「処置」の場から、持続的な「女性の健康管理パートナー」へと​
​進化するためには、以下の課題解決が不可欠です。​

​●​ ​「処方後」の孤独な不安に対する伴走体制：​
​アフターピルのユーザーは、服用後から消退出血（生理）が確認できるまでの数週​
​間、強い不安を抱えたまま過ごすことになります。現状の「速さ」という評価に加​
​え、服用から一定期間後に自動で体調を確認し、生理の有無をチェックする「ス​
​テップ型フォロー」を強化することで、医療としての完結度をより高める必要があ​
​ります。​

​●​ ​予防医療（低用量ピル）への戦略的・教育的転換：​
​アフターピルはあくまで事後の緊急手段として存在します。一度利用した若年層に​
​対し、身体的・経済的負担の少ない「低用量ピル」という選択肢をいかに教育的に​
​提示できるかが肝要となります。緊急時の利用を「予防への入り口」に変えるため​
​の、個別のニーズに合わせた情報提供と優待設計が、ユーザーのQOL向上とサービ​
​スの長期的価値を左右することになるでしょう。​

​●​ ​コスト透明性と納得感の向上：​
​24時間体制の運営に伴う各種手数料や送料が、病院での対面処方より割高に感じら​
​れるケースはどうしても存在します。スピードに対する「特急料金」としての価値​
​を明確に示しつつも、2回目以降の利用者への割引や、学生向けの支援プランなど、​
​経済的な障壁をさらに下げる努力が、より広範なユーザー救済に繋がるといえま​
​す。​


